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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像のうち赤目画像部分を検出する赤目画像部分検出手段，
　上記赤目画像部分検出手段によって検出された赤目画像部分に対して赤目補正を行う赤
目補正手段，および
　上記赤目補正手段によって赤目補正された部分を囲む枠を表示し，赤目補正された部分
が枠で囲まれており，かつ赤目画像部分が補正された被写体像が表示されている場合に，
修正前ボタンが押されたときには赤目画像部分が枠で囲まれている赤目補正前の被写体像
を表示し，枠ボタンが押されたときには赤目補正された部分に枠が無く，赤目画像部分が
補正された被写体像を表示し，赤目画像部分が枠で囲まれている赤目補正前の被写体像が
表示されている場合に，修正後ボタンが押されたときには，赤目補正された部分が枠で囲
まれている赤目補正後の被写体像を表示し，枠ボタンが押されたときには，赤目画像部分
に枠が無い赤目補正前の被写体像を表示し，赤目補正された部分に枠が無く赤目画像部分
が補正された被写体像が表示されている場合に，修正前ボタンが押されたときには赤目画
像部分に枠が無く赤目補正前の被写体像を表示し，枠ボタンが押されたときは赤目補正さ
れた部分が枠で囲まれており，かつ赤目画像部分が補正された被写体像を表示し，赤目画
像部分に枠が無く赤目補正前の被写体像が表示されている場合に，修正後ボタンが押され
たときには赤目補正された部分に枠が無く，赤目画像部分が補正された被写体像が表示さ
れ，枠ボタンが押されたときには赤目画像部分が枠で囲まれた赤目補正前の被写体像を表
示画面上に表示するように表示装置を制御する第１の表示制御手段，
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　を備えた画像補正装置。
【請求項２】
　赤目画像部分検出手段が，被写体像のうち赤目画像部分を検出し，
　赤目補正手段が，検出された赤目画像部分に対して赤目補正を行い，
　表示制御手段が，上記赤目補正手段によって赤目補正された部分を囲む枠を表示し，赤
目補正された部分が枠で囲まれており，かつ赤目画像部分が補正された被写体像が表示さ
れている場合に，修正前ボタンが押されたときには赤目画像部分が枠で囲まれている赤目
補正前の被写体像を表示し，枠ボタンが押されたときには赤目補正された部分に枠が無く
，赤目画像部分が補正された被写体像を表示し，赤目画像部分が枠で囲まれている赤目補
正前の被写体像が表示されている場合に，修正後ボタンが押されたときには，赤目補正さ
れた部分が枠で囲まれている赤目補正後の被写体像を表示し，枠ボタンが押されたときに
は，赤目画像部分に枠が無い赤目補正前の被写体像を表示し，赤目補正された部分に枠が
無く赤目画像部分が補正された被写体像が表示されている場合に，修正前ボタンが押され
たときには赤目画像部分に枠が無く赤目補正前の被写体像を表示し，枠ボタンが押された
ときは赤目補正された部分が枠で囲まれており，かつ赤目画像部分が補正された被写体像
を表示し，赤目画像部分に枠が無く赤目補正前の被写体像が表示されている場合に，修正
後ボタンが押されたときには赤目補正された部分に枠が無く，赤目画像部分が補正された
被写体像が表示され，枠ボタンが押されたときには赤目画像部分が枠で囲まれた赤目補正
前の被写体像を表示画面上に表示するように表示装置を制御する，
　画像補正装置の制御方法。
【請求項３】
　上記赤目画像部分検出手段によって赤目画像部分が検出されなかったことに応じて被写
体像に赤目が含まれていないことを報知する手段，
　をさらに備えた請求項１に記載の画像補正装置。
【請求項４】
　ズーム・イン指令に応じて上記第１の表示制御手段の制御のもとに表示されている被写
体像を拡大し，ズーム・アウト指令に応じて上記第１の表示制御手段の制御のもとに表示
されている被写体像を縮小するように上記表示装置を制御する第２の表示制御手段，
　をさらに備えた請求項１に記載の画像補正装置。
                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は，画像補正装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カメラを用いて被写体をストロボ撮影した場合，いわゆる赤目現象が発生することがあ
る。プリ発光などを行うことにより赤目を未然に防ぐものもあるが，赤目を防ぐことがで
きないこともある。
【０００３】
　このために，ストロボ撮影によって得られた被写体像に赤目画像の部分が含まれている
かどうかを判定し，赤目画像の部分が含まれている場合には，その赤目画像の部分を矢印
で示すものもある（特許文献１）。
【特許文献１】特開2000－305141号
【０００４】
　しかしながら，ユーザは，その赤目画像の部分を確認した後に赤目画像の補正指令を装
置に与えなければならず，比較的面倒となる。このために，赤目画像がすでに補正された
被写体像を表示することも考えられるが，どこの部分が補正されたのかがユーザに分から
ないことがある。このようなことは，赤目画像の補正に限らず，その他の補正についても
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同様である。
【発明の開示】
【０００５】
　この発明は，補正された部分がユーザに分かるようにすることを目的とする。
【０００６】
　第１の発明による画像補正装置は，被写体像のうち補正対象部分を検出する補正対象部
分検出手段，上記補正対象部分検出手段によって検出された補正対象部分に対して色補正
および明るさ補正の少なくとも一方の補正を行う補正手段，ならびに上記補正手段によっ
て補正対象部分が補正された被写体像を，補正された部分が明示されて表示画面上に表示
されるように表示装置を制御する第１の表示制御手段を備えていることを特徴とする。
【０００７】
　第１の発明は，上記画像補正装置に適した制御方法も提供している。すなわち，この方
法は，被写体像のうち補正対象部分を検出し，検出された補正対象部分に対して色補正お
よび明るさ補正の少なくとも一方の補正を行い，補正対象部分が補正された被写体像を，
補正された部分が明示されて表示画面上に表示されるように表示装置を制御するものであ
る。
【０００８】
　第１の発明によると，被写体像のうち，補正対象部分が検出され，検出された補正対象
部分に対して色補正および明るさ補正のうち少なくとも一方の補正が行われる。補正され
た部分が明示された被写体像が表示装置の表示画面上に表示される。
【０００９】
　補正された部分が明示されて補正後の被写体像が表示されるので，ユーザはどの部分が
補正されたのかが分かる。必要であれば，補正された補正対象部分をさらに補正，あるい
は補正前の画像に戻す等することができる。補正された部分を明示して表示とは，枠で囲
む，矢印で示す，点滅するなど補正された部分であることが補正されていない部分と比べ
てわかるようにして表示すればよいものである。また，色補正とは，階調の変更，明るさ
の変更，彩度の変更，色相の変更，補色への変更などがある。
【００１０】
　上記補正対象部分は，たとえば，赤目の部分である。
【００１１】
　また，上記第１の表示制御手段は，補正対象部分を示すマーキングおよび点滅の少なく
とも一方により，補正された部分が明示されて表示画面上に表示されるように表示装置を
制御するものもよいし，補正対象部分以外の非補正対象部分の色補正，明るさ補正，マー
キングおよび点滅のうち少なくとも一つにより，補正された部分が明示されて表示画面に
表示するように表示装置を制御するものでもよい。
【００１２】
　また，補正前の表示指令を入力する第１の入力手段，および上記第１の入力手段から補
正前の表示指令が入力されたことに応じて上記補正対象部分を補正する前の被写体像を上
記表示画面に表示するように上記表示装置を制御する第２の表示制御手段をさらに備える
よいにしてもよい。
【００１３】
　上記補正された部分が明示されて表示される処理の停止指令を入力する第２の入力手段
をさらに備えるようにしてもよい。この場合，上記第１の表示制御手段は，上記第２の入
力手段から入力された停止指令に応じて上記明示表示を停止するものとなろう。
                                                                                
  
【００１４】
　第２の発明による画像補正装置は，被写体像のうち補正対象部分を検出する補正対象部
分検出手段，上記補正対象部分検出手段によって検出された補正対象部分に対して色補正
および明るさ補正の少なくとも一方の補正を行う補正手段，ならびに上記補正手段によっ
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て補正対象部分が補正された被写体像と補正前の被写体像とを同一の表示画面上に同時に
表示するように表示装置を制御する表示制御手段を備えていることを特徴とする。
【００１５】
　第２の発明は，上記画像補正装置の制御方法も提供している。すなわち，この方法は，
被写体像のうち補正対象部分を検出し，検出された補正対象部分に対して色補正および明
るさ補正の少なくとも一方の補正を行い，補正対象部分が補正された被写体像と補正前の
被写体像とを同一の表示画面上に同時に表示するように表示装置を制御するものである。
【００１６】
　第２の発明によると，被写体像のうち補正対象部分が検出され，検出された補正対象部
分が補正される。補正された被写体像と補正後の被写体像とが同一表示画面上に表示され
る。補正前後の被写体像が同一画面上に表示されるので，補正前後の様子を確認できる。
　
【００１７】
　上記補正対象部分は，たとえば，赤目画像の部分である。
【００１８】
　表示画面上に表示される補正後の被写体像および補正前の被写体像の少なくとも一方は
，たとえば，補正部分を含む被写体像の一部分である。
【実施例】
【００１９】
　 図１は，ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【００２０】
　この実施例によるディジタル・スチル・カメラにおいては赤目画像修正処理を行うこと
ができる。とくに，この実施例によるディジタル・スチル・カメラにおいては，被写体像
のうち，どの部分の画像について赤目画像修正処理が行われたかがユーザがわかるように
，その赤目画像修正処理が行われた部分に枠が表示される。ユーザは，その枠内の画像部
分を見ることにより，赤目画像修正処理が行われたことを確認できる。以下の処理におい
ては，赤目画像修正処理について説明するが，その他の補正処理にも適用できるのはいう
までもない。
【００２１】
　ディジタル・スチル・カメラの全体の動作は，制御回路20によって統括される。
【００２２】
　制御回路20には，互いにバス接続されているＣＰＵ21，ＲＯＭ22およびＲＡＭ23が含ま
れている。ＲＯＭ22には，ディジタル・スチル・カメラにおいて行われる画像処理の処理
内容（処理名），その画像処理のバージョン，その他必要なデータ，画像処理プログラム
などが格納されている。ＲＡＭ23は，一時的に必要なデータ，メモリ・カード11から読み
出された画像データなどを記憶するものである。
【００２３】
　ディジタル・スチル・カメラには，ボタン類，モード設定ダイアル（モード設定ダイア
ルにより撮像モード，再生モード，修正モードなどの各種モードを設定できる）などを含
む操作器13が含まれている。ボタン類には，シャッタ・レリーズ・ボタン，上下左右の矢
印が押下可能に形成されている上下左右ボタン，ＯＫボタン，BACKボタン，テレ・ボタン
，ワイド・ボタン，修正前ボタン，修正後ボタン，枠ボタンなどがある。修正前ボタンは
，赤目画像の修正前の被写体像を表示させるときにユーザによって押されるボタンであり
，修正後ぼ゛たんは，赤目画像の修正後の被写体像を表示させるときにユーザによって押
されるボタンである。枠ボタンは，赤目画像修正処理が行われた部分を示す枠の表示と消
去とを設定するときにユーザによって押されるボタンである。操作器13から出力されるボ
タンの押下等を示す操作信号は，制御回路20に入力する。また，ディジタル・スチル・カ
メラには，パーソナル・コンピュータを接続することができる。このために外部インター
フェイス12がディジタル・スチル・カメラに設けられている。
【００２４】
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　ディジタル・スチル・カメラには，被写体を撮像するための撮像レンズ１，絞り２およ
びＣＣＤなどの撮像素子３が含まれている。レンズ駆動回路16によって撮像レンズ１のレ
ンズ位置が制御される。また，絞り駆動回路17によって絞り２の開口が制御される。撮像
レンズ１によって被写体像を表す光線が集光され，絞り２を通ってＣＣＤのような撮像素
子３に入射する。撮像素子制御回路18によって制御される撮像素子３の受光面上に被写体
像を表す光像が結像する。これらのレンズ駆動回路16，絞り駆動回路17および撮像素子制
御回路18は，撮像系制御回路24によって制御される。
【００２５】
　モード設定ダイアル20によって撮像モードが設定されると，撮像素子制御回路18によっ
て撮像素子３が制御され，被写体像を表す映像信号が撮像素子３から出力される。映像信
号は，アナログ信号処理回路４において相関二重サンプリング等のアナログ信号処理が行
われる。アナログ信号処理回路４から出力された映像信号は，アナログ／ディジタル変換
回路４においてディジタル画像データに変換され，ディジタル信号処理回路６に入力する
。ディジタル信号処理回路６において，ガンマ補正，自動階調補正，自動白バランス調整
などのディジタル信号処理が行われる。
【００２６】
　ディジタル信号処理回路６から出力された画像データは，メモリ７を介して表示装置15
に与えられる。表示装置15の表示画面上に被写体像が表示される。
【００２７】
　シャッタ・レリーズ・ボタンが押されると，上述したのと同様に，被写体が再び撮像さ
れ，被写体像を表す画像データが得られる。画像データは，ディジタル信号処理回路６か
らメモリ７に与えられ，一時的に記憶される。画像データは，メモリ７から読み出され，
記録／読出制御回路14によって外部メモリ・インターフェイス10に接続されているメモリ
・カード９に記録される。必要に応じて画像データに対してデータ圧縮が行われ，圧縮さ
れた画像データがメモリ・カード11に記録されるのはいうまでもない。
【００２８】
　モード設定ダイアルによって再生モードが設定されると，記録／読出制御回路14によっ
てメモリ・カード９から被写体像を表す画像データが読み出される。読み出された画像デ
ータは，メモリ７に与えられ，一時的に記憶される。画像データは，メモリ７から読み出
され，表示装置15に与えられる。表示装置15の表示画面上にメモリ・カード11に記録され
ている画像データによって表される画像が表示される。
【００２９】
　後述するように，再生モードにおいて，赤目画像の修正メニューが選択されると，被写
体像の中に赤目画像が含まれているかどうかの赤目画像検出処理が検出処理回路８におい
て行われる。また，赤目画像が検出された場合には赤目画像の修正処理が修正処理回路９
において行われる。赤目画像修正処理が行われた画像データは，表示装置15に与えられ，
表示画面に表示される。赤目画像が修正された被写体像が表示されるようになる。赤目画
像の修正処理が行われた場合には，修正された画像部分の回りに枠が表示される。どの部
分について赤目画像の修正処理が行われたかどうかをユーザが知ることができる。
【００３０】
　図２から図５は，ディジタル・スチル・カメラの再生モードの処理手順を示すフローチ
ャートである。図６は，ディジタル・スチル・カメラの表示装置15の表示画面に表示され
る被写体像の変遷の様子を示し，図７から図18は，ディジタル・スチル・カメラの表示装
置15の表示画面に表示される被写体像の一例である。
【００３１】
　上述したように，再生モードが設定されると，メモリ・カード11に記録されている画像
データが読み出され，その画像データによって表される画像が表示装置15の表示画面に表
示される（ステップ31）。
【００３２】
　図７を参照して，表示装置15の表示画面70には，メモリ・カード11から読み出された画



(6) JP 4378258 B2 2009.12.2

10

20

30

40

50

像データによって表される被写体像71が表示されている。この被写体像71は，ストロボ撮
影等によって得られたもので，目の部分が赤目となっている（赤目画像91）。赤目画像で
あることがハッチングによって示されている。
【００３３】
　図２に戻って，ディジタル・スチル・カメラのメニュー・ボタンが押されると（ステッ
プ32でＹＥＳ），図８に示すように表示画面70の下方の被写体像71上にメニュー72が表示
される（ステップ33）。
【００３４】
　図８を参照して，メニュー72には，さまざまなメニュー・アイコンＭ１，Ｍ２，Ｍ３な
どが含まれている。このメニュー72中に赤目補正のメニュー・アイコン73も含まれている
。ディジタル・スチル・カメラに含まれている上下左右ボタンを用いて赤目補正のメニュ
ー・アイコン73が選択される。すると，表示画面70上には，赤目補正のやり方を示す操作
ウインドウ74が現れる。操作ウインドウ74には，赤目補正を実行する場合には，ＯＫボタ
ンを押す，赤目補正をキャンセルする場合には，BACKボタンを押す旨の文字が含まれてい
る。ＯＫボタンが押されることにより，表示画面70に表示されている被写体像71の赤目補
正が行われ，BACKボタンが押されることにより，赤目補正がキャンセルされる。
【００３５】
　図２に戻って，BACKボタンが押されると（ステップ34），表示画面70からはメニュー72
の表示が消えて，図７に示す被写体像71が表示されるようになる。ＯＫボタンが押される
と（ステップ34），表示画面70に表示されている被写体像71の赤目画像の検出処理および
補正処理が行われる（ステップ35）。赤目画像の検出処理が行われている間（赤目画像の
補正処理が行われる場合には，赤目画像の補正処理が行われている間），処理中であるこ
とがユーザにわかるように，表示画面70のほぼ中央に図９に示すように，砂時計の画像75
が現れる検出／処理中画像が表示される（ステップ36）。また，表示画面70の下方には，
操作ウインドウ76も現れる。操作ウインドウ76には，BACKボタンが押されることにより，
赤目補正処理がキャンセルされることが示されている。
【００３６】
　赤目検出処理により被写体像91に赤目画像が含まれていないと判定されると（ステップ
37でＮＯ），表示画面70には，図11に示すように，ほぼ中央に，被写体像71中には赤目画
像が含まれていないことをユーザに放置する文字列80が現れる（ステップ38）。また，表
示画面70の下方にはBACKボタンが押されることにより，図７に示す画像に戻る旨の操作ウ
インドウ81も現れる。
【００３７】
　赤目検出処理により被写体像91に赤目画像が含まれていると判定されると（ステップ37
でＹＥＳ），図10に示すように，検出された赤目画像の部分が修正された被写体像78が表
示画面70上に表示される（ステップ39）。
【００３８】
　図10を参照して，赤目画像が修正された部分92の回りは，修正されたことが一見してわ
かるように枠93で囲まれている。赤目修正された部分92が枠93で囲まれているので，ユー
ザは被写体像78のうち，どの部分が修正されたのかがわかる。
【００３９】
　表示画面70の右上には，第１の操作ウインドウ77が表示されている。第１の操作ウイン
ドウ77には，「枠：枠なし」および「前：修正前」の文字が表示されている。この第１の
操作ウインドウ77から，枠93が消去された被写体像78を表示画面70上に表示する場合には
，Ｆボタンを押せばよいことおよび赤目修正前の被写体像78を表示画面70上に表示させる
ためには前ボタンを押せばよいことがわかる。さらに，表示画面70の下方には，第２の操
作ウインドウ79が表示されている。第２の表示ウインドウ79には，ズームの操作指示を示
す「Ｔ：ズーム・イン　Ｗ：ズーム・アウト」の文字列および赤目修正後の被写体像78の
記録操作の指示を示す「ＯＫ：記録　BACK：やめる」の文字列が表示されている。テレ・
ボタンが押されることにより，被写体像78がズーム・イン処理され，ワイド・ボタンが押
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されるこにとより，被写体像79がズーム・アウト処理される。また，ＯＫボタンが押され
ることにより，赤目画像処理が行われた被写体像78を表す画像データがメモリ・カード11
に記録される。BACKボタンが押されることにより，赤目画像処理が行われた被写体像78を
表す画像データのメモリ・カード11への記録処理は停止させられる。
【００４０】
　図３を参照して，赤目画像の補正処理が行われた被写体像78が表示画面70上に表示され
ている状態で，どのボタンが押されたかが確認される（ステップ40）。BACKボタンが押さ
れると，赤目修正後の被写体像78を表す画像データの記録処理は停止され，表示画面70上
には，図７に示すように，赤目修正前の被写体像71が表示されるようになる。ＯＫボタン
が押されると，赤目修正後の被写体像78を表す画像データがメモリ・カード11に記録され
る（枠93の画像を表す画像データは記録されない）。そして，次の駒の画像を表す画像デ
ータがメモリ・カード11から読み出され，その読み出された画像データによって表される
被写体像が表示画面70上に表示される。修正前ボタンが押されると，図12に示すように，
赤目画像部分92が赤目修正される以前の被写体像78が表示画面70上に，枠93がついた状態
で表示される（ステップ43）。枠ボタンが押されると，図14に示すように，赤目修正後の
被写体像71が表示画面70上に表示される（図４ステップ47）。テレ・ボタンが押されると
，ズーム・イン処理が行われ，図18に示すように，赤目修正後の被写体像が拡大されて表
示画面70上に表示される（被写体像86，図５ステップ57）。
【００４１】
　ここでは，修正前ボタンが押されたものとする。修正前ボタンが押されると，上述した
ように，赤目画像の修正前の被写体像78が赤目画像92の回りに枠93がついた状態で表示画
面70上に表示される（図４ステップ43）。表示画面70上には，その右上に，第１の操作ウ
インドウ82が表示されている。第１の操作ウインドウ82には「枠：枠なし」および「後：
修正後」の文字が表示されている。ユーザは，第１の操作ウインドウ82の文字を見ること
により，枠93が表示されていない被写体像を表示させる場合には，枠ボタンを押せばよい
こと，赤目画像92の修正後の被写体像を表示させる場合には，後ボタンを押せばよいこと
がわかる。また，表示画面70の下方には図13において示した第２の操作ウインドウ83と同
じ第２の操作ウインドウ83が表示されている。ユーザによってどのボタンが押されたかが
判定される（ステップ44）。
【００４２】
　修正後ボタンが押された場合には，図10に示したように，赤目画像修正後の被写体像78
が枠93がついた状態で表示画面70上に表示される（図３ステップ39）。
【００４３】
　枠ボタンが押された場合には，図13に示すように，赤目画像91の修正前の被写体像71が
枠なしで表示画面70上に表示される（図４ステップ45）。表示画面70の右上には，第１の
操作ウインドウ84が表示され，表示画面70の下方には，第２の操作ウインドウ83が表示さ
れている。第１の操作ウインドウ84には，「枠：枠あり」および「後：修正後」の文字が
表示されている。第１の操作ウインドウ84の文字を見ることにより，赤目画像91の回りに
枠を表示させる場合には，枠ボタンを押せばよいこと，赤目画像の修正後の被写体像を表
示させる場合には，後ボタンを押せばよいことがわかる。
【００４４】
　テレ・ボタンが押された場合には，表示画面70に表示されている被写体像78がズーム・
イン処理される（ステップ48）。図15に示すように，ズーム・インにより拡大された赤目
画像91の処理前の被写体像86が枠93つきで表示画面70上に表示される（ステップ49）。表
示画面70の右上には第１の操作ウインドウ82が表示されている。
【００４５】
　図13に示す被写体像71が表示されている場合において，何らかのボタンが押されると，
どのボタンが押されたかが判定される（ステップ46）。修正後ボタンが押されると，表示
画面70には，図14に示すように，赤目画像が修正された部分92を含む被写体像71が枠がな
い状態で表示される（ステップ47）。表示画面70の右上には第１の操作ウインドウ85が表
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示され，表示画面70の下方には第２の操作ウインドウ79が表示される。第１の操作ウイン
ドウ85には，「枠：枠あり」および「前：修正前」の文字が表示されている。ユーザは，
枠ボタンを押すことにより，修正後の赤目画像部分92の回りに枠が表示されること，修正
前ボタンを押すことにより，赤目修正前の被写体像が表示画面70に表示されることがわか
る。
【００４６】
　図13に示す被写体像71が表示されている場合において，枠ボタンが押されると，図12に
示す被写体像78が表示画面70上に表示される（ステップ43）。
【００４７】
　図13に示す被写体像71が表示されている場合において，テレ・ボタンが押されると，ズ
ーム・イン処理が行われ，図15に示すように拡大された被写体像86が表示画面70上に表示
される。ズーム・イン処理が行われた後は，十字ボタンを用いることにより，表示位置を
移動させることもできる。
【００４８】
　図15に示す被写体像86が表示画面70上に表示されている場合において，何らかのボタン
が押されると，どのボタンが押されたかが確認される（ステップ50）。枠ボタンが押され
ると，表示画面70には，図16に示すように，ズーム・インされた赤目画像の修正後の被写
体像87が表示される（ステップ51）。表示画面70の右上には，第１の操作ウインドウ84が
表示されている。
【００４９】
　図15に示す被写体像86が表示画面70上に表示されている場合において，ワイド・ボタン
が押されると，ズーム・アウト処理が行われ（ステップ52），図12に示す赤目画像修正前
の被写体像が枠93つきで表示される（ステップ43）。
【００５０】
　図14に示す赤目画像修正後の被写体像が枠なしで表示されている場合において（ステッ
プ47），何らかのボタンが押されると，どのボタンが押されたかが確認される（図５ステ
ップ53）。
【００５１】
　修正前ボタンが押されると，図13に示すように，赤目画像の修正前の被写体像71が表示
画面70上に表示される（図４ステップ45）。テレ・ボタンがおされると，表示画面70に表
示されている被写体像71がズーム・イン処理され（ステップ54），図17に示すように，ズ
ーム・イン処理後であって赤目画像修正後の被写体像87が枠なしで表示画面70上に表示さ
れる（ステップ55）。また，表示画面70の右上には，第１の操作ウインドウ85が表示され
る。枠ボタンが押されると，図10に示すように赤目画像修正後の被写体78が表示画面70上
に表示される。BACKボタンが押されると，図７に示すように，メモリ・カード11から読み
出された画像データによって表される被写体像71が表示画面70上に表示される。ＯＫボタ
ンが押されると，表示画面70に表示されている赤目画像の修正後の被写体像71を表す画像
データがメモリ・カード11に記録される（ステップ41）。
【００５２】
　図17に示す被写体像87が表示されている場合において，何らかのボタンが押されると，
どのボタンが押されたかが判定される（ステップ56）。枠ボタンが押されると，表示画面
70には，図18に示すように，赤目画像が修正された画像部分92の回りに枠93が囲まれた被
写体像86が表示される（ステップ57）。表示画面70の右上には第１の操作ウインドウ77が
表示されている。図17に示す被写体像87が表示されている場合において，修正前ボタンが
押されると，ズーム・イン処理後であって赤目画像修正後の被写体像が枠なしで表示され
る（図４ステップ51）。
【００５３】
　図18に示す被写体像86が表示されている場合において，何らかのボタンが押された場合
もどのボタンが押されたかが判定される（ステップ58）。枠ボタンが押された場合には，
図17に示すように，赤目画像の修正後の被写体像87が枠なしで表示される（ステップ55）
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。図18に示す被写体像86が表示されている場合において，ワイド・ボタンが押されると，
図10に示すように，ズーム・アウト処理が行われ，赤目画像の修正後の被写体像78が枠つ
きで表示画面70上に表示される（図３ステップ39）。
【００５４】
　また，図16に示す被写体像87が表示されている場合においても何らかのボタンが押され
た場合には，どのボタンが押されたかが確認される（図５ステップ59）。枠ボタンが押さ
れた場合には，図15に示すように，赤目修正前の被写体像86が枠93がついた状態で表示画
面70上に表示される（図４ステップ49）。ワイド・ボタンが押された場合には，図13に示
すように，ズーム・ワイド処理が行われ，赤目画像の修正前の被写体像71が表示画面70上
に表示される。修正後ボタンが押された場合には，図17に示すように，赤目画像の修正後
の被写体像が枠なしで表示画面70上に表示される（図５ステップ55）。
【００５５】
　このように，赤目画像が修正された場合でもその修正箇所が明示されるので，ユーザは
，どの部分が修正されたかを確認できる。また，必要に応じて，赤目画像の修正前の被写
体像も枠つきまたは枠なしで表示できるので，修正前の様子も確認できる。
【００５６】
　上述した実施例においては，赤目画像の修正処理について説明したが，赤目画像の修正
だけに限らず，補正処理を行った場合に，補正後の画像部分を明示的に示すことにより，
その他の補正処理等にも利用できるのはいうまでもない。また，補正された部分を枠で囲
んでいるが，枠で囲むだけでなく，補正された部分を矢印で表示，階調変更表示，明るさ
変更表示，点滅表示などにより明示してもよい。さらに，補正された部分でなく，補正さ
れない部分について，階調変更表示，明るさ変更表示，彩度変更表示，色相変更表示，補
色表示，塗りつぶし表示，点滅表示などにより，補正された部分が明示されるようにして
もよい。
【００５７】
　図19から図25は，他の実施例を示すものである。
【００５８】
　図19および図20は，ディジタル・スチル・カメラの処理手順の一部を示すフローチャー
トである。図21は，ディジタル・スチル・カメラに表示される被写体像の変遷を示してい
る。図22から図25は，ディジタル・スチル・カメラに表示される被写体像の一例である。
　
【００５９】
　上述した実施例においては，赤目画像の補正後の画像部分を枠93で囲むだけでなく，赤
目画像の補正前の画像部分にも枠93で囲むことができるが，以下に示す実施例においては
，赤目補正前の赤目画像部分には枠が表示されず，赤目補正後の赤目画像部分が枠で囲ま
れるものである。
【００６０】
　メモリ・カード11から画像データが読み出され，読み出された画像データによって表さ
れる被写体像が図７に示すように表示され，その後図８および図９に示すように被写体像
が表示されるまでは，上述した実施例と同様である。
【００６１】
　赤目画像検出処理が行われ，赤目画像が被写体像の中に含まれている場合には，赤目画
像の修正処理が行われ，図22に示すように，赤目画像の修正後の被写体像78が，修正され
た赤目画像部分92を囲む枠93つきで表示画面70上に表示される（ステップ101）。表示画
面70の右上には，第１の操作ウインドウ121が表示され，表示画面70の下方には，第２の
操作ウインドウ79が表示されている。この第１の操作ウインドウ121には，「前ボタン：
修正前」の文字列が表示されている。この文字列を見ることにより，ユーザは，修正前ボ
タンを押すことにより，赤目画像の修正前の被写体像を表示画面70上に表示できることが
わかる。
【００６２】
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　図22に示す被写体像78が表示されている状態で何らかのボタンが押されると，どのボタ
ンが押されたかが確認される（ステップ102）。
【００６３】
　BACKボタンが押された場合には，上述したのと同様に，図７に示すように，赤目画像の
修正後の被写体像を表す画像データを記録する処理はキャンセルされ，メモリ・カード11
から読み出された画像データによって表される被写体像が表示画面70上に表示されるよう
になる。
【００６４】
　ＯＫボタンが押された場合には，赤目画像の修正後の被写体像を表す画像データがメモ
リ・カード11に記録され（ステップ103），次の駒の画像が表示画面70上に表示される。
【００６５】
　修正前ボタンが押された場合には，図23に示すように，赤目画像91の修正前の被写体像
71が表示画面70上に表示される（ステップ105）。赤目画像91の回りには，赤目画像が修
正されている場合に表示されている枠93は消去されている。表示画面70の右上には，第１
の操作ウインドウ122が表示され，表示画面70の下方には，第２の操作ウインドウ83が表
示されている。第１の操作ウインドウ122には，「後：修正後」の文字が表示されている
。第１の操作ウインドウ122を見ることにより，ユーザは，後ボタンを押すことにより，
赤目画像の部分91が修正された被写体像78を表示画面70上に表示できることがわかる。
【００６６】
　テレ・ボタンが押された場合には，図25に示すように，赤目画像の修正後の画像部分92
を含み，かつ画像部分92が枠93によって囲まれた被写体像86が表示画面70上に表示される
（ステップ110）。表示画面70の右上には，第１の操作ウインドウ121が表示されている。
【００６７】
　図23に示すように，赤目画像の部分91が修正前の被写体像71が表示画面70上に表示され
ている場合において，何らかのボタンが押されると，どのボタンが押されたかが判定され
る（ステップ106）。
【００６８】
　修正後ボタンが押されると，図22に示すように，赤目画像が修正された画像部分92を含
む被写体像78が枠93つきで表示画面70条に再び表示される（ステップ101）。
【００６９】
　テレ・ボタンが押されると，ズーム・イン処理が行われ（ステップ107），図24に示す
ように，赤目画像91の修正前の被写体像が拡大されて表示画面70上に表示される（ステッ
プ108）。赤目画像91の修正前であるから，赤目画像91の回りには枠は，表示されない。
【００７０】
　図24に示す被写体像87が表示されている場合に，何らかのボタンが押された場合にも，
どのボタンが押されたかが判断される（ステップ109）。
【００７１】
　修正後ボタンが押された場合には（ステップ109），図25に示すように，拡大され，赤
目画像が修正された画像部分92が枠93で囲まれた被写体像86が表示画面70上に表示される
（ステップ110）。また，図25に示す被写体像86が表示されている場合に，修正ボタンが
押されれると（ステップ111），図24に示すように，赤目画像91の修正前の被写体像87が
再び表示画面70上に表示される（ステップ108）。ワイド・ボタンが押されると，ズーム
・アウト処理が行われ，図22に示すように，ズーム・アウトされ，かつ赤目画像部分が修
正された画像部分92が枠93によって囲まれた被写体像78が表示画面70上に表示される（ス
テップ101）。
【００７２】
　図24に示す被写体像87が表示されている場合に，ワイド・ボタンが押された場合には，
ズーム・アウト処理が行われ（ステップ112），図23に示すように，赤目画像91が修正さ
れていない被写体像71が表示画面70上に表示される（ステップ105）。赤目画像91は，修
正されていないから，赤目画像91の回りには枠は表示されない。
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【００７３】
　このように，赤目画像が修正されている場合に，その修正された部分がわかるように枠
をつけて表示し，赤目画像が修正されていない場合には，枠を表示しないようにしてもよ
い。
【００７４】
　図26は，他の実施例を示すもので，表示画面70に表示される被写体像の一例である。
【００７５】
　上述した実施例においては，赤目画像を修正した被写体像と赤目画像の修正前の被写体
像とは同時に同一画面上には表示されないが，次に示す実施例においては，赤目画像の修
正前の被写体像と赤目画像の修正後の被写体像とが同時に同一の表示画面上に表示される
ものである。
【００７６】
　表示装置15の表示画面70には，右上に修正画像表示領域132が規定されている。表示画
面70において，修正画像表示領域132を除く領域に，赤目画像131の修正前の被写体像130
の全体が表示されている。
【００７７】
　修正画像表示領域131には，赤目画像が修正された画像部分134を含む被写体像の一部分
の画像133が表示されている。この被写体像の一部分の画像は，赤目画像131の検出処理に
より得られる赤目画像131の部分をほぼ中心と考え，その回りの画像部分と考えることが
できる。
【００７８】
　赤目画像131の修正前の被写体像130と赤目画像131の修正後の部分134とを同時に表示画
面70上に表示できるので，赤目画像の修正前後を比較しやすくなる。
【００７９】
　表示画面70上に修正画像表示領域132を生成するためには，ディジタル・スチル・カメ
ラのディジタル信号処理回路６において行うことが可能な画像合成処理を利用すればよい
のはいうまでもない。
【００８０】
　図27は，さらに他の実施例を示すもので，表示画面70に表示される被写体像の一例であ
る。
【００８１】
　表示画面70は，左右のほぼ同じ大きさの第１の表示領域141と第２の表示領域144とが規
定されている。
【００８２】
　第１の表示領域141には，赤目画像143が修正される前の被写体像142が表示されている
。第２の表示領域142には，赤目画像が修正された画像部分146を有する被写体像145が表
示されている。
【００８３】
　このようにしても赤目画像の修正前後の被写体像142と143とを同一表示画面70に同時に
表示でき，赤目画像の修正前後の被写体像142と143とを直接比較できる。
【００８４】
　このような表示方法もディジタル・スチル・カメラのディジタル信号処理回路６におけ
る画像合成処理を利用することにより実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１】ディジタル・スチル・カメラの電気的構成を示すブロック図である。
【図２】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図３】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図４】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図５】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
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【図６】表示画面に表示される被写体像の遷移を示している。
【図７】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図８】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図９】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１０】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１１】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１２】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１３】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１４】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１５】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１６】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１７】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１８】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図１９】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図２０】ディジタル・スチル・カメラの処理手順を示すフローチャートである。
【図２１】表示画面に表示される被写体像の遷移を示している。
【図２２】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図２３】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図２４】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図２５】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図２６】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【図２７】表示画面に表示される被写体像の一例である。
【符号の説明】
【００８６】
８　検出処理回路
９　修正処理回路
11　メモリ・カード
14　記録／詠出回路
15　表示装置
70　表示画面
71，78，86，87，
91，131，143  赤目画像
92，134，146  赤目画像が修正された画像部分
93　枠
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】
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【図２１】 【図２２】

【図２３】
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【図２５】

【図２６】

【図２７】
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